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日本トムソン株式会社 

News Release 
TSA7-26007 

2026年７月１日 

高推力と高速性を兼ね備えた 

ハイスラストタイプのリニアモータテーブルに新サイズが登場！

日本トムソン株式会社（代表取締役社長ＣＥＯ：細野 幹人）は、高推力と高速性が特長のリニアモ

ータテーブル「ＬＴ…Ｈ２」シリーズに、新サイズとなるＬＴ１３０Ｈ２を加え、販売を開始した。 

ＬＴ…Ｈ２シリーズは、従来の当社製リニアモータの構造を見直すことにより推力の大幅な向上を

実現した位置決めテーブルである。ＬＴシリーズの長所である軽量・小形を維持しつつ、従来品を大

幅に上回る推力と速度を実現している。新たに販売開始となるＬＴ１３０Ｈ２は、同サイズの従来品

と比較して最高速度が１．５倍、定格推力は９倍以上となっている。さらに顧客の要望に応じ、搭載

している光学式エンコーダを高分解能で耐ノイズ性に優れたアブソリュートタイプに変更すること

も可能である。 

各種生産設備をはじめ様々な機器に使用されている位置決めテーブルは、精度の高い位置決めや高

タクトの運転が求められる。本製品は高い推力によりこの課題を解決し、より厳しい運転パターンで

も安定した動作を可能にしている。今後は半導体部品の実装装置やディスペンサーマシンへの採用が

期待される。 

【構 造】 

【仕 様】 

■可動テーブルとベッドの間に ACリニアサーボモータを組み込み、光学式リニアエンコーダを内蔵

した位置決めテーブルである。軽量な可動テーブルと高い推力のリニアモータにより高加減速・

高応答の動作を可能にしている。各部の仕様詳細については、添付カタログを参照のこと。

製品外観 内部構造 
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【特 長】 

■推力・速度

同サイズの従来品と比較して最高速度は最大で１．５倍、定格推力は９倍以上を実現。

従来品との比較

※分解能 0.5μmでの比較

■アブソリュートリニアエンコーダ仕様

要望に応じて、エンコーダをインクリメンタル仕様からアブソリュート仕様へ変更可能。

アブソリュート仕様は、磁極位置の検出動作が不要で高分解能かつ耐ノイズ性に優れているため、

更なる精度と信頼性の向上が期待できる。 

【主な用途】 

高推力と高速性を実現しているため、従来品の置き換えによる生産効率の向上のほか、半導体製造

装置や各種検査機器など厳しい運転パターンが求められる設備への採用が期待される。 

【問い合わせ】 

日本トムソン株式会社 

上席執行役員 営業本部長 福増 宏泰 03 (3448) 5841 

営業技術部長    齋藤 公英 03 (3448) 5883 
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半導体部品実装機
複数のコンポーネントを基盤へ高速・高精度に組み付け
るため、高精度な位置決めと高速移動、静止安定性が
求められます。LT…H2は大きな定格推力によって、厳し
い運転パターンにおいても安定した動作ができ、装置の
信頼性が向上します。

ディスペンサーマシン
ディスペンサーマシンでは、材料を正確な位置に吐出・
塗布するために、直線動作部には高い精度と再現性が
必要になります。また、高い生産性を確保するために
高速稼働できることも必要です。LT…H2をディスペン
サーマシンのXY軸として構成することで、高速・高精度・
高再現性を備えたシステムが実現します。

■ アプリケーションの一例
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NEW!

リニアモータテーブルLT
シリーズ

ハイスラストタイプに
更なる高推力仕様が登場！

New

高推力仕様に
LT130H2が新登場！
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LT…H2の構造・特性

LT…H2の特長

LT…H2の性能

コンパクト・高推力・ロングストロークを特長に半導体やＦＡなど 幅広い用途で活躍する
リニアモータテーブル ＬＴ…H2シリーズ ハイスラストタイプに 新たなサイズLT130H2が登場しました。

※1	リニアエンコーダはインクリメンタルタイプが標準仕様となりますが、アブソリュートタイプも個別対応にて承ります。
※2	表面処理の違いにより、マグネットレールの色は画像と異なることがあります。

新たにラインナップされたLT130H2の定格推力は140N、LT170H2は
260Nであり、いずれも同じサイズのLTシリーズ最大です。
高い定格推力により、幅広い運転条件に対応できます。

シリーズ最大の定格推力1

最高速度は、LTシリーズ最大の3000mm/sを実現。
生産性の向上に貢献できます。

高速稼動3

● 速度安定性
高速・高推力性能、高い繰返し位置決め性能だけでなく、低コギング
設計による高い速度安定性を実現しています。速度リップルに厳しい
用途にも最適です。

形番：LT170H2、搭載質量：20kg、定格推力：約 80%の条件にて比較。

既存のLTシリーズ(LT…H)と同条件で作動させた場合、1サイクルあたり
の時間が短縮。
推力UPにより高タクトの運転が可能で、生産効率の改善が可能です。

高タクト2
1サイクルあたりの運転時間比較
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ベッド

リニアエンコーダ用
スケール（※1）

Cルーブリニアウェイ

リニアエンコーダ用
ヘッド（※1）

 リニアモータテーブル LTシリーズのハイスラストタイプLT…H2は、テーブル案内にCルーブリニアウェイを用いた、
コンパクトかつ高推力のリニアモータ駆動アクチュエータです。
既存の当社LTシリーズとは異なる、新構造のリニアモータを採用することにより、推力の大幅な向上を実現しました。
高推力のため多様な運転条件に対応でき、重量物の精密位置決めにも最適です。
半導体関連装置やFA関連装置など幅広い用途でご利用いただけますので、是非ご検討ください。

● LTシリーズ推力比較

■ 呼び番号

1 形式記号

LT…H2 リニアモータテーブルLT
ハイスラストタイプH2

形式記号

5 分解能
分解能

1 0.1μm
5 0.5μm
10 1.0μm

6 カバーの指定
カバーの指定

無記号 カバー無し
（標準の可動テーブルに適用）

D カバー付き
（フランジ付きの可動テーブルに適用）

8 センサの指定
無記号 センサなし

SC センサ（リミット、原点前）、
センサレール付き

センサの指定

7

ホールセンサ付き仕様の場合、使用できるドライバは
山洋電気㈱製 SANMOTION Gドライバのみとなります。

ホールセンサの指定
無記号 センサなし
H ホールセンサ付き

ホールセンサの指定

9 可動テーブルの仕様
無記号 シングルテーブル
T2 ツインテーブル

可動テーブルの仕様

可動テーブルの形状
S 標準
F フランジ付きテーブル

3 可動テーブルの形状

ストローク長さ
LT130H2S 750、1250、1750、2250、2750
LT130H2S…/T2 480、980、1480、1980、2480
LT130H2F 750、1250
LT130H2F…/T2 480、980
LT170H2S 750、1250、1750、2250、2750
LT170H2S…/T2 480、980、1480、1980、2480
LT170H2F 750、1250
LT170H2F…/T2 480、980

4 ストローク長さ

LT 130 H2 F - 980 / 1 D H SC T2 2

1 2 1 3 4 5 6 7 8 9 10配列例

仕様番号

2 仕様番号2
（仕様番号は2 のみとなります）

仕様番号10

2 大きさ
大きさ

130 幅寸法130[mm]
170 幅寸法170[mm]

LT170H2

LT170H

LT130H2

LT170LDT

LT170LDG

LT170LDV

LT130LDG

LT150CET

LT150CEG

LT100CEG

9008007006005004003002001000

最大推力
推力[N]

定格推力

NEW

ハイスラストタイプ

ロングストロークタイプ

同サイズの従来品に対し9倍以上の定格推力

コンパクトタイプマグネットレール （※2）

コイルモジュール

可動テーブル
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■ 諸特性・精度

■ センサ仕様

■ システム構成

● 仕様・精度

● セットアップソフトウェア
LT…H2をADVAドライバ、SANMOTION Gドライバで動作させる場合には、ドライバパラメータの初期設定が必要です。ドライバのパラメータ設定は、	
セットアップソフトウェアにて行います。また、ゲイン調整や運転状況の確認に利用できます。ドライバ本体には、セットアップソフトウェア、パソコン	
接続ケーブルが添付されておりません。これらは複数台のドライバで共用することが可能ですが、最低1組は必要となります。お客様の条件に合わせて
別途ご注文、またはご用意ください。

LT…H2には、専用ドライバとして㈱日立産機製ADVAドライバ、山洋電気㈱製SANMOTION Gドライバが用意されており、システム構成として	
パルス列仕様とモーションネットワークEtherCAT仕様の2種類を用意しております。表1にLT…H2の適用ドライバの種類を示します。
ADVAドライバ及びSANMOTION Gドライバを使用した場合のシステム構成や各ドライバの詳細仕様については次ページよりご確認ください。

● モーションネットワーク
LT…H2のADVAドライバ、SANMOTION Gドライバは、モーションネットワークEtherCATに対応しています。モーションネットワークは、パルス列指
令でのパルスの周波数の制約、アナログ指令（電圧指令）でのノイズの影響、ケーブル長さによる電圧降下、温度ドリフトの影響を受けず、装置の高性能
化・高精度化を実現します。また、省配線が可能で、複数のテーブルの同期システムを容易に構築できます。

シングルテーブル仕様のセンサのタイミングチャート ツインテーブル仕様のセンサのタイミングチャート

（1）	最大推力の持続時間は最大１秒です。
（2）	周囲温度が0～25℃、鋼製架台に固定した場合です。
（3）	使用するコントローラの最大出力周波数によっては、この速度に達しない場合があります。
（4）	製品本体の温度が安定した時の値を示します。

形式と大きさ項目 LT130H2 LT170H2

最大推力　N（1） 270 500
定格推力　N（2） 140 260
最大可搬質量　kg 20 40
分解能　μm 0.1 0.5 1.0 0.1 0.5 1.0
最高速度　mm/s（3） 690 3000 3000 690 3000 3000
繰返し位置決め精度　μm（4） ±0.5 ±0.5 ±1.0 ±0.5 ±0.5 ±1.0

形式 A B C D

LT130H2
75 5 25 15

LT170H2

形式 A B C D

LT130H2…/T2
75 5 25 15

LT170H2…/T2

備考	 表に記載のないドライバをご要望の場合は、IKOまでお問い合わせください。

表1.適用ドライバの種類

適用ドライバの種類
仕様

LT130H2 LT170H2
ADVA-08NL
ADVA-08NL EC

単相 / 三相 200V, 750W パルス列指令
単相 / 三相 200V, 750W EtherCAT

GAD SA02AAA2
GAD SA02AHA4

単相/三相 200V, 20A パルス列指令
単相/三相 200V, 20A EtherCAT -

GAD SA03AAA2
GAD SA03AHA4 - 単相/三相 200V, 30A パルス列指令

単相/三相 200V, 30A EtherCAT

形式 特徴

EtherCAT
ドイツのBeckhoff Automation GmbHが開発したリアルタイム制御を可能にしたEthernetベースのオープンネットワーク
通信です。高速通信と高精度なノード間同期により装置の高性能化・高精度化を実現します。また、市販Ethernetケーブル
が使用でき多様な配線形態に対応可能です。

SSCNET Ⅲ/H 三菱電機㈱が開発したサーボシステム制御のためのモーションネットワーク通信です。
光ファイバーケーブルを採用しており、従来のSSCNETに比べて耐ノイズ性が向上しています。

MECHATROLINK コントローラと各種コンポーネントを接続する、オープンフィールドネットワーク通信です。
㈱安川電機が開発し、MECHATROLINK協会によって管理されています。

RTEX
RTEX（アールテックス：Realtime Expressの略）は、サーボに要求される高度なリアルタイム性を実現するためにパナソ	
ニック㈱が独自開発した先進のネットワークです。通信速度は100Mbpsと非常に高速で、市販のLANケーブルを使用でき
るため、システムコストを低く抑えることができます。

専用
ドライバ

コントローラ

リニアモータテーブル
LT…H2

原点

原点前

－方向リミット

＋方向リミット

メカストッパ

OFF

OFF

OFF

ON

（D）（D）

C

B

A

ストローク長さ
OFF

OFF

OFF

ON

OFF

ON

（D）（D）

C

C

BB
原点

原点前

－方向リミット

＋方向リミット

メカストッパ

A A

● 推力特性
推力特性 定格推力特性

400 5 10 15 20 25 30 35

300

250

200

150

100

50

0

環境温度　℃

定
格
推
力
　

N 210210

120120

LT170H2

LT130H2

30000 500 1000 1500 2000 2500

600

500

400

300

200

100

0

テーブルの移動速度　mm/s

推
力
　

N

LT170H2

LT130H2

備考	 テーブルの移動速度1000mm/sのときの推力から算出した値です。

動的可搬質量

10001 10 100

100

10

1

0.1

加速度　m/s2

動
的
可
搬
質
量
　

kg

LT130H2S

LT130H2F

LT170H2S

LT170H2F

SSCNETⅢ/H、MECHATROLINK、RTEX対応のドライバもご用意していますので、ご要望の際はIKOにお問い合わせください。
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■ システム構成

No. 名称 呼び番号
●❶ リニアモータテーブル 9～12ページをご参照ください。
●❷ ドライバ ADVA-08NLEC
●❸ モータ中継コード TAE20V7-AM□□
●❹ エンコーダ中継コード TAE20V4-EC□□
●❺ センサ中継コード TAE10V8-LC□□
●❻ リミット分岐コード（0.1m） TAE20V2-BC
●❼ I/Oコネクタ TAE20V5-CN（1）

●❽ パソコン接続ケーブル USB mini Bケーブル
お客様でご用意ください。

●❾ セットアップソフトウェア ProDriveNext
㈱日立産機システムのWEBサイトよりダウンロードしてください。

●� Ethernetケーブル

お客様でご用意ください。
●� 電源コード
●� 上位装置
●� 上位装置（EtherCAT対応機器）
●� I/Oコネクタ接続ケーブル

●●❼

●

●❹

●❸

　上位装置
　PLC、スイッチ、センサなど

●

●❷ドライバ

　上位装置
（EtherCAT対応機器）

●

パソコン

●❺●❺

●❾セットアップソフトウェア

パソコン

❶リニアモータテーブル LT…H2

●

●

14

10

●❽

Ｐ
Ｃ

Ｉ
／
Ｏ

Ｅ
Ｔ
２

Ｅ
Ｔ
１

R

ACSERVO

ADV Series

L1C

L2C

L1

L2

L3

ＯＰＥＮ

CHARGE

(+)

RB
(-)

U

V

W

ツインテーブルのシステム構成例

シングルテーブルのシステム構成例

Ｐ
Ｃ

Ｉ
／
Ｏ

Ｅ
Ｔ
２

Ｅ
Ｔ
１

Ｐ
Ｃ

Ｉ
／
Ｏ

Ｅ
Ｔ
２

Ｅ
Ｔ
１

R

ACSERVO

ADV Series

R

ACSERVO

ADV Series

L1C

L2C

L1

L2

L3

ＯＰＥＮ

CHARGE

(+)

RB
(-)

U

V

W

L1C

L2C

L1

L2

L3

ＯＰＥＮ

CHARGE

(+)

RB
(-)

U

V

W

❷ドライバ ❷ドライバ

❶リニアモータテーブル LT…H2/T2

❾セットアップソフトウェア

⓭上位装置
（EtherCAT 対応機器）

⓬上位装置
PLC、スイッチ、センサなど

A テーブル B テーブル
⓫

❹❹

❼❼ ❼❼

❸❸

❸❸

❹❹

❺❺❽❽

❿❿

⓮⓮

❻❻

❿❿

注	（1）	 I/OコネクタTAE20V5-CNは、スリーエムジャパン㈱製10120-3000PE（コネクタ）と10320-52F0-008（カバー）の組合せです。
備考	 モータ中継コード、エンコーダ中継コード、センサ中継コード長さは、呼び番号末尾の□□にて3〜10mまで1m単位で指定します。
	 	 コード長さが10m未満の場合も２桁で指定します。（3mの場合の例：TAE20V7-AM03）

● ADVA（EtherCAT通信）ドライバを使用した場合のシステム構成

No. 名称 呼び番号
●❶ リニアモータテーブル 9～12ページをご参照ください。
●❷ ドライバ ADVA-08NL
●❸ モータ中継コード TAE20V7-AM□□
●❹ エンコーダ中継コード TAE20V4-EC□□
●❺ センサ中継コード TAE10V8-LC□□
●❻ リミット分岐コード（0.1m） TAE20V2-BC
●❼ I/Oコネクタ TAE20R5-CN（1）

●❽ パソコン接続ケーブル USB mini Bケーブル
お客様でご用意ください。

●❾ セットアップソフトウェア ProDriveNext
㈱日立産機システムのWEBサイトよりダウンロードしてください。

●� 電源コード
お客様でご用意ください。●� 上位装置

●� I/Oコネクタ接続ケーブル

●●❼

●

●❹

●❸

　上位装置
　PLC、スイッチ、センサなど

●

●❷ドライバ

●

パソコン

●❺●❺

●❾セットアップソフトウェア

パソコン

❶リニアモータテーブル LT…H2

●❽

L1

L1C

L2C

L2

L3

（+）

RB

（-）

U

V

W

CHARGE

I／
Ｏ

EN
C2

EN
C1

SF
M
B

PC

ＯＰＥＮ

ACSERVO

ADV Series

ツインテーブルのシステム構成例

シングルテーブルのシステム構成例

L1

L1C

L2C

L2

L3

（+）

RB

（-）

U

V

W

CHARGE

I／
Ｏ

EN
C2

EN
C1

SF
M
B

PC

ＯＰＥＮ

ACSERVO

ADV Series

L1

L1C

L2C

L2

L3

（+）

RB

（-）

U

V

W

CHARGE

I／
Ｏ

EN
C2

EN
C1

SF
M
B

PC

ＯＰＥＮ

ACSERVO

ADV Series

❷ドライバ ❷ドライバ

❶リニアモータテーブル LT…H2/T2

❾セットアップソフトウェア

⓫上位装置
PLC、スイッチ、センサなど

A テーブル B テーブル
❹❹

❼❼ ❼❼

❸❸

❸❸

❹❹

❺❺❽❽

⓬

❻❻

注	（1）	 I/OコネクタTAE20R5-CNは、スリーエムジャパン㈱製10150-3000PE（コネクタ）と10350-52F0-008（カバー）の組合せです。
備考	 モータ中継コード、エンコーダ中継コード、センサ中継コード長さは、呼び番号末尾の□□にて3〜10mまで1m単位で指定します。
	 コード長さが10m未満の場合も２桁で指定します。（3mの場合の例：TAE20V7-AM03）

● ADVA（パルス列指令）ドライバを使用した場合のシステム構成

❿❿
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■ システム構成

ツインテーブルのシステム構成例

シングルテーブルのシステム構成例

● SANMOTION G（EtherCAT通信）ドライバを使用した場合のシステム構成

No. 名称 呼び番号
●❶ リニアモータテーブル 9～12ページをご参照ください。

●❷ ドライバ
GADSA02AHA4（LT130H2に適用）
GADSA03AHA4（LT170H2に適用）

●❸ モータ中継コード TAE20V7-AM□□
●❹ エンコーダ中継コード TAE20V4-EC□□
●❺ ホールセンサ中継コード TAE20V8-EC□□
●❻ センサ中継コード TAE10V8-LC□□
●❼ リミット分岐コード（0.1m） TAE20V2-BC
●❽ I/Oコネクタ AL-01131482-01（山洋電気㈱）

●❾ パソコン接続ケーブル USB TypeCケーブル
お客様でご用意ください。

●� セットアップソフトウェア SANMOTION MOTOR SETUP SOFTWARE
山洋電気㈱のWEBサイトよりダウンロードしてください。

●� 電源コネクタセットA AL-01135740-01（山洋電気㈱）
●� Ethernetケーブル

お客様でご用意ください。
●� 電源コード
●� 上位装置
●� 上位装置（EtherCAT対応機器）
●� I/Oコネクタ接続ケーブル

備考	 モータ中継コード、エンコーダ中継コード、センサ中継コード長さは、呼び番号末尾の□□にて3～10mまで1m単位で指定します。
	 コード長さが10m未満の場合も２桁で指定します。（3mの場合の例：TAE20V7-AM03）

14上位装置
スイッチ、センサなど

❷ドライバ

電源
❶リニアモータテーブル LT…H2

15上位装置
（EtherCAT 対応機器）

❾

16

❻
❽

❹
❺

❸13

12

11

10セットアップソフトウェア

❷ドライバ

電源

❷ドライバ

Aテーブル Bテーブル

❶リニアモータテーブル LT…H2/T2

15上位装置
（EtherCAT 対応機器）

14上位装置
スイッチ、センサなど

❺
❹

❺
❹

❽ ❽
11 11

❸ ❸

13

❻
❻

❼

16

❾

12
12

10セットアップソフトウェア

ツインテーブルのシステム構成例

シングルテーブルのシステム構成例

● SANMOTION G（パルス列指令）ドライバを使用した場合のシステム構成

No. 名称 呼び番号
●❶ リニアモータテーブル 9～12ページをご参照ください。

●❷ ドライバ
GADSA02AAA2（LT130H2に適用）
GADSA03AAA2（LT170H2に適用）

●❸ モータ中継コード TAE20V7-AM□□
●❹ エンコーダ中継コード TAE20V4-EC□□
●❺ ホールセンサ中継コード TAE20V8-EC□□
●❻ センサ中継コード TAE10V8-LC□□
●❼ リミット分岐コード（0.1m） TAE20V2-BC

●❽ I/Oコネクタ TAE20R5-CN（3Mジャパン㈱ 製
10150-3000PE（コネクタ） / 10350-52F0-008（カバー））

●❾ パソコン接続ケーブル USB TypeCケーブル
お客様でご用意ください。

●� セットアップソフトウェア SANMOTION MOTOR SETUP SOFTWARE
山洋電気㈱のWEBサイトよりダウンロードしてください。

●� 電源コネクタセットA AL-01135740-01（山洋電気㈱）
●� 電源コード

お客様でご用意ください。●� 上位装置
●� I/Oコネクタ接続ケーブル

13上位装置
PLC、スイッチ、センサなど

❷ドライバ

電源
❶リニアモータテーブル LT…H2

14

❾

❽

❻

❹
❺

11

12 ❸

10セットアップソフトウェア

13上位装置
PLC、スイッチ、センサなど

❷ドライバ

電源

❷ドライバ

❶リニアモータテーブル LT…H2/T2

BテーブルAテーブル
❸ ❸

11 11❽ ❽

❹
❺

❹
❺

❻
❻

❼

14

12

❾ 10セットアップソフトウェア

備考	 モータ中継コード、エンコーダ中継コード、センサ中継コード長さは、呼び番号末尾の□□にて3～10mまで1m単位で指定します。
	 コード長さが10m未満の場合も２桁で指定します。（3mの場合の例：TAE20V7-AM03）
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■ 製品寸法

● LT130H2S　シングルテーブル

● LT130H2S/T2　ツインテーブル

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（2） L N K n kg kg

LT130H2S-	 750   750 1100 90   920 18 20

4.5
LT130H2S-	1250 1250 1600 52.5 1495 28 27
LT130H2S-	1750 1750 2100 72.5 1955 36 34
LT130H2S-	2250 2250 2600 35 2530 46 41
LT130H2S-	2750 2750 3100 55 2990 54 48

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（2） L N K n kg kg

LT130H2S-	 480/T2   480 1100 90   920 18 24.5

4.5
LT130H2S-	 980/T2   980 1600 52.5 1495 28 31.5
LT130H2S-	1480/T2 1480 2100 72.5 1955 36 38.5
LT130H2S-	1980/T2 1980 2600 35 2530 46 45.5
LT130H2S-	2480/T2 2480 3100 55 2990 54 52.5

注	（1）	取付けねじのねじ込み深さが長すぎると可動テーブルの走行性能に悪影響を与えますので、ねじ穴深さより長いボルトを挿入しないでください。
	 （2）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。

注	（1）	取付けねじのねじ込み深さが長すぎると可動テーブルの走行性能に悪影響を与えますので、ねじ穴深さより長いボルトを挿入しないでください。
	 （2）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。
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● LT130H2F/D　カバー付きシングルテーブル

● LT130H2F/DT2　カバー付きツインテーブル

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（1） L N K n kg kg

LT130H2F-	 750/D   750 1100 90   920 18 23
5

LT130H2F-	1250/D 1250 1600 52.5 1495 28 30.5

　　単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（1） L N K n kg kg

LT130H2F-480/DT2 480 1100 90   920 18 28
5

LT130H2F-980/DT2 980 1600 52.5 1495 28 35.5

注	（1）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。

注	（1）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。
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■ 製品寸法

● LT170H2S　シングルテーブル

● LT170H2S/T2　ツインテーブル

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（2） L N K n kg kg

LT170H2S-	 750   750 1100 100   900 14 25.5

5.5
LT170H2S-	1250 1250 1600   50 1500 22 34.5
LT170H2S-	1750 1750 2100   75 1950 28 43.5
LT170H2S-	2250 2250 2600 100 2400 34 52.5
LT170H2S-	2750 2750 3100   50 3000 42 61.5

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（2） L N K n kg kg

LT170H2S-	 480/T2   480 1100 100   900 14 31

5.5
LT170H2S-	 980/T2   980 1600   50 1500 22 40
LT170H2S-	1480/T2 1480 2100   75 1950 28 49
LT170H2S-	1980/T2 1980 2600 100 2400 34 58
LT170H2S-	2480/T2 2480 3100   50 3000 42 67

注	（1）	取付けねじのねじ込み深さが長すぎると可動テーブルの走行性能に悪影響を与えますので、ねじ穴深さより長いボルトを挿入しないでください。
	 （2）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。

注	（1）	取付けねじのねじ込み深さが長すぎると可動テーブルの走行性能に悪影響を与えますので、ねじ穴深さより長いボルトを挿入しないでください。
	 （2）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。
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● LT170H2F/D　カバー付きシングルテーブル

● LT170H2F/DT2　カバー付きツインテーブル

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（1） L N K n kg kg

LT170H2F-	 750/D   750 1100 100   900 14 28
6.5

LT170H2F-	1250/D 1250 1600   50 1500 22 37

単位mm

呼び番号 ストローク長さ 全長 ベッド取付穴 テーブル総質量 可動部質量
S（1） L N K n kg kg

LT170H2F-480/DT2 480 1100 100   900 14 34.5
6.5

LT170H2F-980/DT2 980 1600   50 1500 22 43.5

注	（1）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。

注	（1）	この他のストローク長さについてはIKOにお問い合わせください。
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呼び番号
項目

ADVA-08NL 　 （パルス列/アナログ）
ADVA-08NLEC （EtherCAT）

基
本
仕
様

入力電源 単相／三相 AC200～230V
50／60Hz

定格電流／ 瞬時電流 5.1Arms／15.3Arms
電源設備容量 1.3kVA
保護構造（1） 半閉鎖型IP20
制御モード 位置制御／速度制御／推力制御

入
出
力
関
係
機
能

速度指令 アナログ入力：0～±10V ・ 最高速度（ゲイン設定可） or　 EtherCAT
推力指令 アナログ入力：0～±10V ・ 最高推力（ゲイン設定可） or　 EtherCAT

位置指令 ラインドライバ信号：20Mpps（非絶縁入力・4逓倍後）
オープンコレクタ信号：2Mpps（絶縁入力・4逓倍後） or　 EtherCAT

接点入出力

［入力］	インテリジェント端子で、10入力端子（EtherCAT仕様は6入力端子）をパラメータで機能選択
	 DC12・24V 接点信号／オープンコレクタ信号入力（内部DC24V 電源供給あり）
	
［出力］	インテリジェント端子で、6出力端子（EtherCAT仕様は4出力端子）をパラメータで機能選択
	 （オープンコレクタ信号出力：シンク出力）

内
部
機
能

内蔵オペレータ
パルス列 ：5桁数字表示器、5キー押しボタン／ディップスイッチ（モドバス通信の設定）
EtherCAT ：2桁数字表示器、ディップスイッチ（EtherCATのノードアドレス設定）

外部オペレータ Windows （32bit,64bit）パソコン接続可能（USB2.0 FULL SPEED）
回生制動回路 内蔵
ダイナミックブレーキ（2） 内蔵（動作条件は設定可）

保護機能

過電流、過負荷、制動抵抗器過負荷、主回路過電圧、メモリ異常、主回路不足電圧、CT異常、CPU異常1、
外部トリップ（モータ温度異常）、サーボON時地絡検出、制御回路不足電圧、サーボアンプ温度異常、駆動禁止異常、
パワーモジュール異常、セーフティ回路異常、緊急遮断、エンコーダ異常、アンマッチエラー、電源再投入要求、

磁極位置推定異常、磁極位置推定未実行、位置偏差異常、速度偏差異常、過速度異常、瞬時停電、主回路電源異常、駆動範囲異常
（ネットワーク通信異常、DC同期異常、不足電圧表示）

使
用
環
境

使用周囲温度／保存温度（3） 0 ～ 55℃／－10 ～ 70℃
使用湿度 20 ～ 90％RH （結露のないこと）
耐振動（4） 5.9m／s2（ 0.6G）　10～55Hz
使用場所 標高1000m以下　屋内 （腐食ガス、塵埃のないところ）

質量 1.2kg

φ6

55

49

5
15
0

16
0

170

（5）

6

注	（1）	保護方式はJEM1030に準拠します。
	 （2）	ダイナミックブレーキは非常停止用としてお使いください。
	 （3）	保存温度は輸送中の温度です。
	 （4）	 JIS C60068-2-6：2010に準拠します。

■ ADVAの仕様
● �従来のパルス列指令入力に加えてモーションネットワークEtherCATにも対応。
● �インテリジェント端子で、10入力端子及び6出力端子、アナログ入力0〜±10Vの制御が可能です。
● �高い制御性により整定時間を短縮し、生産性の更なる向上を実現します。
● �セットアップソフトウェアのパラメータ設定、モニタ表示、運転トレースやオートチューニング機能などにより機械の診断やリニアモータの立ち上げ・
調整が容易に行えます。

呼び番号
項目

GADSA02AAA2 （パルス列指令/アナログ）
GADSA02AHA4 （EtherCAT）

GADSA03AAA2 （パルス列指令/アナログ）
GADSA03AHA4 （EtherCAT）

基
本
仕
様

入力電源（1） 単相／三相：AC 200～240V （+10, -15％）　50／60Hz（±3Hz）
DC：DC300 V（±20％）

定格電流／ 瞬時電流 3.1 Arms ／ 12.0 Arms 5.2 Arms ／ 16.3 Arms
電源設備容量 0.8 kVA 2.4 kVA
制御モード 位置制御／速度制御／推力制御 （パラメータ切り換え）

入
出
力
関
係
機
能

速度指令 アナログ入力：0～±10V・最高速度（ゲイン設定可）　　or   EtherCAT
推力指令 アナログ入力：0～±10V・最高推力（ゲイン設定可）　　or   EtherCAT

位置指令 ラインドライバ信号：4Mpps（非絶縁入力・4逓倍後）  　or   EtherCATオープンコレクタ信号：4Mpps（絶縁入力・4逓倍後） 　　　　　　　　

接点入出力

[入力]	8入力端子をパラメータで機能選択
	 DC5V±5％、DC12～24V±10％  接点信号／オープンコレクタ信号入力（シンク型、ソース型）
	 EtherCAT仕様は2入力がフォトカプラ入力（独立した電源が使用可）

[出力]	8出力端子（EtherCAT仕様は2出力端子）をパラメータで機能選択
	 オープンコレクタ信号出力（シンク型、ソース型）

アナログモニタ 2ch出力（X11）　2.0 V ±10％　：　速度、電流、その他をパラメータで選択可

内
部
機
能

デジタルオペレータ パルス列／アナログ：状態表示、パラメータ設定、調整モード、試運転モード、アラーム履歴表示、モニタ表示、モータコード設定
EtherCAT：状態表示、調整モード、アラーム履歴表示、モニタ表示

外部オペレータ Windows （32bit,64bit）パソコン接続可能（USB Type C）
回生処理回路 内蔵
ダイナミックブレーキ回路 内蔵

保護機能

出力パワーデバイス異常（過電流）、電流検出異常、安全トルク遮断異常、冷却ファン停止、過負荷、回生過負荷、
磁極位置推定異常、連続回転速度過大、過熱異常、外部異常、サーボアンプ温度異常、過電圧、主回路不足電圧、主回路電源欠相、
主回路電圧検出異常、突入防止時間異常、制御電源異常、制御回路不足電圧、エンコーダ異常、過速度、速度制御異常、

速度フィードバック異常、モデル追従制振制御異常、位置偏差過大、位置指令異常、軸間同期誤差過大、デュアル位置誤差過大、
デュアル位置フィードバック異常、アンプ間通信異常、位置偏差差異過大、メモリ異常、CPU 異常、パラメータ異常、

制御回路異常、タスク処理異常

使
用
環
境

使用周囲温度／保存温度（２） 0 ～ 60℃ ／ －20 ～ 65℃
使用湿度 95％RH以下（結露のないこと）
耐振動 6m/s2（衝撃20m/s2）
標高 2000m以下
過電圧カテゴリー Ⅲ

質量 0.8 kg 0.9 kg
注	（1）	単相、DCでご使用になる場合は、パラメータ設定をしてください。
	 （2）	＋55℃～＋60℃ または 1000～2000mの場合は、減定格することで使用可能です。

● 新開発の電流制御により、高応答制御（速度周波数応答3.5 kHz）を実現。
● クーロン摩擦、粘性摩擦、重力を高精度に検出して補償することで、位置決め整定時間を短縮します。
● 機械の周波数特性を高精度に計測し、最適なサーボパラメータを自動調整するため、立上げが容易です。
● ドライバ設定支援ソフトにより、パラメータ設定、状態表示、各種診断によるチューニング、試運転、運転トレース等が可能です。

■ SANMOTION Gの仕様
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